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ボーリング柱状図
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崖錐堆積物である。
0.00～0.40mは木根を含む。
φ1～5cmの角礫を含む。マトリッ
クスは砂混じりシルト。
下部は角礫を多く含み、礫径も大
きい。

段丘堆積物である。
φ1～5cmの円～亜円礫を多く含む
。φmax=18cm。
マトリックスはシルト混じり砂、
礫種は砂岩が多い。
2.45～4.00m、5.23～5.70mは送水
掘削のためマトリックスは流出し
ている。

砂状～角礫状コアである。
細粒砂岩優勢の頁岩との互層であ
る。

[6.60]細粒砂岩地質の境界はうねっ
ているが、傾向は高角度である。
頁岩は黒灰色を呈し、岩片～細片
状コア。
下部にチャ－トを挟む。層理面の
傾斜は50°。
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